
4月13日（月）　2026年度春季リーグ戦第２節３回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

阪南大 1 0 0 0 0 0 1 0 X 2

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 4 1 0 1 右 澤田哉 2 3 2 1

2 遊 林 3 5 1 1 2 左 澤田大 2 3 0 0

3 指 前田 4 4 1 0 左 荻野 2 0 0 0

4 一 菱田 3 5 0 0 3 一 中村 2 4 2 1

5 二 田中大 3 4 0 0 4 捕 中濱 4 3 0 0

6 三 越智 2 4 2 0 5 指 大倉天 4 4 2 0

7 左 上岡 3 4 3 0 走指 由谷 4 0 0 0

8 捕 小田 3 4 1 0 6 三 鈴木 2 4 1 0

9 右 野田 3 4 2 0 7 中 裏野 4 4 0 0

投 吉岡 4 – – – 8 二 川西 3 1 0 0

利川 3 – – – 9 遊 榮 3 2 1 0

川田 4 － － － 打 小出 4 0 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 走 二宮 3 0 0 0

3 2 0 1 0 38 11 1 遊 高橋 3 0 0 0

投 元木 3 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 4 2 0 1 28 8 2
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大阪公立大学(3塁側) 阪南大学(1塁側)対

石見智翠館

出

身

校

広陵

広陵

済美

橿原学院

福知山成美

鳴門

履正社

大阪学院大学

府立生野

大阪明星

須磨学園

関西大倉

彦根東

乙訓

泉陽

一条

須磨学園

大阪明星

奈良県立郡山

西大和学園

合計

石見智翠館

興譲館

駒澤大学附属苫小牧

岐阜第一

北陸

広陵



【投手成績】
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吉岡 2 42 12 9 5 2 2 1 1 元木 9 127 40 38 11 3 2 1 1

利川 4 1/3 57 16 13 2 2 2 1 0 合計 9 127 40 38 11 3 2 1 1

川田 1 2/3 18 6 6 1 1 0 0 0

合計 8 117 34 28 8 5 4 2 1

【選評】

今節こそは何としても勝ち点を掴み取るべく、昨日の勢いそのままに総力戦で臨みました。

まず初回、先頭の根来（経４・府立生野）がレフトの頭上を越える三塁打で出塁すると、続く林（工３・大阪明星）の内野ゴロの間に生還し、幸先よく１点を先制します。

一方、本日先発の吉岡（法４・大阪明星）は先頭打者に四球を与え、盗塁で得点圏に進まれます。その後、適時打を浴び同点に追いつかれます。なおもピンチが続きますが、吉岡は見事な牽制刺でアウトを重ねます。再び２本の安打

で満塁とされるものの、最後は空振り三振に打ち取り、最少失点で切り抜けます。

２回表、二死から小田（医３・一条）が安打で出塁するも、得点には繋がりません。

その裏、一死から２本の安打と犠打で二死二三塁のピンチを招きますが、ここも空振り三振に仕留め、追加点を許しません。

３回裏からは昨日先発の利川（経３・西大和学園）が登板。テンポの良い投球で三者凡退に抑えます。

４回表、一死から越智（経２・乙訓）、上岡（工３・泉陽）の安打で一二塁のチャンスを作りますが、後が続きません。

４回、５回と利川は走者を出しながらも、味方の堅い守備や小田の２度の盗塁刺に助けられ、無失点に抑えます。

しかし７回裏、失策で二塁まで進まれると、犠打で三塁へ進まれます。さらに死球を与え、一死一三塁。続く打者に適時打を放たれ、勝ち越しを許します。なおもピンチは続きますが、川田（理４・奈良県立郡山）がマウンドに上が

り、後続をしっかりと抑えます。

８回表、二死から再び越智、上岡の連打でチャンスを作ります。しかしここも得点には結びつかず、苦しい攻撃が続きます。

その裏、川田は安打を許しますが、後続を打ち取り、最後の攻撃に望みを託します。

最終回、先頭の野田（現３・須磨学園）が安打で出塁し、林のバントヒットでチャンスを広げます。さらに前田（現４・須磨学園）も失策で出塁し、一死満塁。しかし最後は相手の遊撃手の落球の間に走者が進塁できず、本塁、三塁

で封殺され、試合終了。１－２で敗戦いたしました。


